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１．はじめに 

放牧において⽜は下痢や肺炎などの感染症の他、蹄病、第⼀胃⿎脹症、中毒、外傷など多くの疾病や事故
の危険にさらされています。中でも牧野に⽣息するマダニによって媒介される⼩型ピロプラズマ病は貧⾎、発育不
良など種々の⽣産性阻害を引き起こすことから⻑年にわたり放牧病の中での重要疾病と位置づけられており、早
期発⾒を⽬的とした定期的な衛⽣検査が全国的に実施されています。⼀⽅、⼭間地に位置することの多い放牧
場では器具、機材及び電源の確保などに制約を受け、検査に続く速やかな治療・処置の開始が困難な場合が
あります。今回、近⾚外測定技術を利⽤して採⾎管内の⾎液スペクトルを迅速に計測し、検査現場で直ちに貧
⾎指標であるヘマトクリット値を中⼼とした⾎液成分データを得る装置およびシステムを開発しました。本技術は、
平成 26-27 年度に実施された「攻めの 農林⽔産業の実現に向けた⾰新的技術緊急展開事業（うち産学の
英知を結集した⾰新的な技術体系の確⽴）」において、その有効性が実証されています。 
 
２．測定装置の概要（図） 

測定項⽬︓①ヘマトクリット値 ②⾚⾎球数 ③ヘモグロビン濃度  ④平均⾚⾎球容積  
測定⽅式︓近⾚外分光⽅式 
測定時間︓約 30 秒／1 回測定 
使⽤採⾎管︓テルモベノジェクトⅡ真空採⾎管（コード番号︓VP-NA052K） 
制御・解析︓タブレット PC（Windws8.1） 
インタフェース︓Bluetooth○R  4.0 
電源︓リチウムイオンバッテリー（本体内蔵） 
バッテリー容量︓11.1V、 2.2Ah 
連続動作時間︓約 5 時間 (満充電時） 
使⽤環境温度︓20℃以上 
形状︓270(W)×240(H)×180(D)mm ／ 4.8 ㎏ 
測定精度︓検量モデル評価による SEP（標準誤差）は、ヘマトクリット値、⾚⾎球数、ヘモグロビン濃度、平
均⾚⾎球容積の順にそれぞれ 0.72％、65.1 万個/μl、0.29g/dl、6.4fl。 

100



 

実際の測定上の誤差として、ヘマトクリット値では⽑細管遠⼼法による値から概ね±２〜３％の範囲内。 
 
３．検査の省⼒化・効率化 
 通常、⽜の放牧衛⽣検査では集畜後、追い込み柵内等で採⾎を⾏い、⾎液サンプルは遠⼼分離器など分析
機器や電源施設のある牧場事務所や家畜保健衛⽣所に持ち帰り検査が⾏われています。この場合、検査中は
⽜をその場に待機させておくか、解放した場合は検査値に問題があった⽜を再び集めることになります。牧場条件
にもよりますが、採⾎後検査結果が出るまでに 1〜２時間程度かかっていることもまれではありません。このため⽜
や管理者には⼤きな負担をかけ、検査に続く速やかな治療や置を妨げている場合もあります。 
 本測定装置を利⽤することにより、採⾎後直ちに貧⾎を中⼼とした⾎液成分の把握が可能となり、採⾎後追
い込み柵内で正常⽜と異常⽜の判別を⾏うことができます。これより、検査に続く速やかな治療・処置が実現でき、
検査の省⼒化・効率化のみならず、検査に続く迅速な処置が可能となるため、治癒率向上、損耗防⽌効果も
期待できます。 
 

 
                     図 携帯型⾎液成分測定装置 
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＊本装置の開発は、農林⽔産省が予算措置し、農研機構⽣研⽀援センターが実施する「攻めの農林⽔産業

の実現に向けた⾰新的技術緊急展開事業」の⽀援を受けて⾏った。 
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